
­­­­
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
４
月

７
日
(日)
、
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
４
月
21
日
(日)
が
投
票
日
で
す
。

な
お
、
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
、
立
候
補

に
必
要
な
手
続
き
や
、
選
挙
運
動
費
用

の
公
費
負
担
制
度
な
ど
を
説
明
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

２
月
17
日
(日)
午
後
２
時
〜
４
時

(受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜
)

会
場
▼

文
化
会
館
５
階
大
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
(８
８
８
)５
７
８
６

旧
上
新
城
中
学
校
の
校
舎
を
活
用

し
、
今
年
４
月
に
開
設
す
る
｢秋
田
市

農
山
村
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
｣が
、

多
く
の
か
た
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
な

る
よ
う
、
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

愛
称
は
自
作
か
つ
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
作
品
が
採
用
さ
れ
た
か
た

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

選
考
基
準
▼

覚
え
や
す
く
親
し
み
が
あ

り
、
農
山
村
地
域
活
性
化
の
た
め
の
施

設
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
で
あ
る
こ
と

応
募
方
法
▼

応
募
用
紙
か
Ａ
４
の
用
紙

に
愛
称
と
そ
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
産
業
企
画
課
(市

役
所
３
階
)へ
直
接
お
持
ち
に
な
る

か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
(１
人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
応
募
用
紙

１
枚
に
つ
き
１
点
と
し
ま
す
)。
応
募

期
間
は
２
月
１
日
(金)
か
ら
21
日
(木)
ま
で

(必
着
)。
募
集
要
項
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号
 １
０
１
８
５
４
６

〒
０
１
０
-８
５
６
０

秋
田
市
役
所
産

業
企
画
課
６
次
産
業
･販
売
戦
略
担
当

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
７
２
３

Ｅ
メ
ー
ル
ro-agm
n
@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ

☎
(８
８
８
)５
７
２
５

平
成
31
年
度
に
、
市
民
が
自
主
的
に

実
施
す
る
、
芸
術
･学
術
に
関
す
る
公

演
･講
演
会
な
ど
の
文
化
事
業
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。
個
人
･団
体
は
問
い

ま
せ
ん
。

申
込
期
間
は
２
月
５
日
(火)
か
ら
３
月

５
日
(火)
ま
で
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
広
報
ID
番
号
 １
０
０
２
４
１
６

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課
☎
(８
８
８
)５
６
０
７

地
域
の
防
災

に
関
心
が
あ

り
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
動

を
め
ざ
す
か
た

を
対
象
に
、

｢
自
主
防
災
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
｣を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
震
災
か
ら
ま
も
な
く
８
年

と
な
る
こ
と
か
ら
、
｢東
日
本
大
震
災

か
ら
マ
ナ
防
災
｣と
題
し
て
、
災
害
伝

承
語
り
部
の
か
た
に
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
無
料
。
先
着
100
人
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

２
月
23
日
(土)
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
会
場
▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
洋

室
４
〜
７

申
し
込
み
▼

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
、
氏
名
、
町
内
会

名
、
小
学
校
区
、
電
話
番
号
を
書
い
て

２
月
18
日
(月)
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〒
０
１
０
-８
５
６
０
­

秋
田
市
役
所
防
災
安
全
対
策
課

｢自
主
防
災
組
織
研
修
｣係

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
４
３
５

Ｅ
メ
ー
ル
ro-gn
d
s@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
対
策
課

☎
(８
８
８
)５
４
３
４

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

芸
術
や
学
術
な
ど
の

文
化
事
業
に
助
成
し
ま
す

統
一
地
方
選
挙
の
日
程
と

立
候
補
予
定
者
説
明
会

２
月
11
日
(月)
｢建
国
記
念
の

日
｣は
、
家
庭
ご
み
と
資
源
化
物

を
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区

の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課

☎
(８
８
８
)５
７
０
９

文中の｢広報ID番号｣を、
秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると
当該ページへ移行します

秋田市ホームページ https://www.city.akita.lg.jp

｢広報ID番号｣をここに入力！

旧
上
新
城
中
校
舎
を
活
用

｢農
山
村
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
｣の
愛
称
を
募
集
！

秋田市農山村地域活性化センター
農業･自然･地域文化などに関する体験や学習など

を行い、市民の交流を促進するための施設。Wi-Fi
設備も完備しています。
u研修室１〜４(旧教室)　u多目的ホール(旧体育館)

６
震災直後の岩手県釜石市

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

｢東
日
本
大
震
災
｣に
学
ぶ



障
が
い
の
あ
る
か
た
と
企
業
の
採
用

担
当
者
に
よ
る
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

２
月
８
日
(金)
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場
▼

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

３
階
グ
ラ
ン
デ
と
ジ
ュ
エ
ル

申
し
込
み
▼

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田
専
門

支
援
部
門
へ
。
☎
(８
６
４
)４
１
１
１

部
門
コ
ー
ド
43
＃

重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
が
利
用
し
て
い
る
、
｢通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券
｣を
更
新
す
る
申
請

書
を
２
月
12
日
(火)
に
発
送
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
書
い
て
、
２
月
28
日
(木)
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
利
用

券
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
申

請
書
が
届
か
な
い
か
た
や
新
た
に
利
用

し
た
い
か
た
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

対
象
▼

｢内
部
機
能
障
害
１
級
｣｢肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級
｣｢視
覚
障
害
１
〜
３
級
｣の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た
(入
院
･施
設
入
所
中
­­­の

か
た
は
対
象
外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
)

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

障
が
い
福
祉
課

(市
役
所
１
階
)、
西
部
･南
部
･北
部
･河

辺
･雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

＊
左
記
宛
先
へ
郵
送
も
で
き
ま
す
。

〒
０
１
０
-８
５
６
０

秋
田
市
役
所
障
が
い
福
祉
課

身
体
障
が
い
者
の
通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
更
新

障
が
い
者
就
職
面
接
会

(き
ら
め
き
就
職
面
接
会
)

片谷沙和子さん

平成31年１月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u307,940人(-294)…男u145,220人(-104)　女u162,720人(-190)

●世帯u136,261世帯(-146)­

12月分­出生u154人　死亡u343人　転入u407人　転出u512人　

(­)内は前月比●１年前の人口u310,634人

洋舞

花柳𠀋
� �

陽人
� �

(正木章子)さん邦舞

森合紅
� �

華
�

(真由美)さん書道

村井雅
�

豊
� �

(雅子)さん 華道

石郷岡晋春
� � � � �

(和子)さん茶道

佐藤明子さん 川柳

金子岳楊
� � � �

(洋子)さん詩吟

市の芸術･文化活動の推進に貢献された次のみなさん
へ、平成30年度秋田市文化団体連盟章をお贈りします。　

表彰式は、２月６日(水)午後５時〜、秋田キャッスルホテ
ルで行います。秋田市文化団体連盟☎(86­­­­­6)4026

７ 広報あきた　2019(平成31)年２月１日号

バレエスタジオ会主として、国内外のコン

クールで活躍する生徒を多数輩出するなど、

バレエの普及･発展に貢献しています。

𠀋柳会副会主として後進の育成に尽力する

とともに、各種公演にも出演し、日本舞踊の

普及･発展に貢献しています。

孝華書院副院長として後進の育成に尽力す

るとともに、全国展においても受賞を重ねる

など、書道の普及･発展に貢献しています。

秋田県華道連盟などの要職を歴任し、後進の

育成に尽力するとともに、記念事業の運営に携

わるなど、華道の普及･発展に貢献しています。

玉川遠州流秋田市会会長として後進の育成

に尽力するとともに、千秋茶会実行委員を務め

るなど、茶道の普及･発展に貢献しています。

秋田市川柳協会副会長として後進の育成に

尽力するとともに、各種川柳大会に携わるな

ど、川柳の普及･発展に貢献しています。

日本詩吟学院認可秋田吟詠会副会長として

会長を補佐し、後進の育成に尽力するととも

に、詩吟の普及･発展に貢献しています。


